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Ⅰ 伐採、造林、保育その他森林の整備に関する基本的な事項  

 

１  計 画 策 定 の 趣 旨  

 

本計画は、森林法第 10条の 5に規定された市町村森林整備計画※１として、地域森林計

画※２の対象となる民有林※３（別図１参照）について、地域の実情に応じた森林関連施

策の方向や森林所有者が行う森林施業※４に関する指針などを定めるもので、適切な森林

整備の推進を目的とする。  

特に、本計画については、森林法の規定に基づき地域森林計画（本市においては群馬県

の「利根下流地域森林計画」）に適合させることはもとより、平地にある貴重な森林であ

る多々良・堀工の両保安林※５の公益的機能（快適環境形成のための防風機能や市民の憩

いの場として必要な保健機能）が十分に発揮されるよう整備・保全を図ることに重点を置

いて策定する。  

※ １ 市 町 村 森 林 整 備 計 画  

  森 林 法 第 1 0条 の ５ に 基 づ き 、 市 町 村 長 が そ の 市 町 村 内 の 民 有 林 に つ い て ５ 年 ご と

に １ ０ 年 を １ 期 と し て 樹 立 す る 総 合 的 な 森 林 整 備 計 画  

※ ２ 地 域 森 林 計 画  

森 林 法 第 ５ 条 に 基 づ き 、 都 道 府 県 知 事 が 民 有 林 に つ い て 森 林 計 画 区 別 に ５ 年 ご と

に １ ０ 年 を １ 期 と し て た て る 計 画 で 、 都 道 府 県 の 森 林 関 連 施 策 の 方 向 及 び 地 域 的

な 特 性 に 応 じ た 森 林 整 備 及 び 保 全 の 目 標 等 を 明 ら か に す る と と も に 、 市 町 村 森 林

整 備 計 画 の 策 定 に 当 た っ て の 指 針 と な る も の  

※ ３ 民 有 林  

 国 有 林 以 外 の 森 林 を い う 。 公 有 林 と 私 有 林 に 区 分 さ れ る  

※ ４ 森 林 施 業 （ 施 業 ）  

目 的 と す る 森 林 を 育 成 す る た め に 行 う 造 林 、 保 育 (下 刈 り 、 除 伐 、 間 伐 等 )、 伐 採

等 の 、 一 連 の 森 林 に 対 す る 人 為 的 な 働 き か け の こ と  

※ ５ 保 安 林  

森 林 の 有 す る 水 源 か ん 養 、 災 害 の 防 備 、 生 活 環 境 の 保 全 等 の 公 益 的 機 能 を 発 揮 さ

せ る 森 林 を 保 安 林 と し て 指 定 し 、 そ の 森 林 の 保 全 と 適 切 な 森 林 施 業 の 確 保 を 図 り

目 的 の 機 能 の 維 持 ・ 増 進 を 図 る 森 林 で あ り 、 農 林 水 産 大 臣 ま た は 県 知 事 に よ り 指

定 さ れ る  

 

２ 森林整備の現状と課題  

 

本市は群馬県の南東部に位置し、市の北部を東西に流れている渡良瀬川は栃木県との県

境である。本市の総面積は 6,097ha であり、森林はすべて民有林である。森林面積は 30ha 

で市の総面積のおよそ 0.5％を占めており、そのうち  22ha が保安林であり、8ha は農村

部に点在する普通林※１である。   

北西部に位置する多々良沼公園には彫刻の小径や県立美術館、東南部には茂林寺公園や

野鳥の森自然公園があり、豊富な自然や貴重な動植物が現存することから、市民の憩いの

場として利用されている。   

本市の森林は住宅周辺に残された貴重な平地林であり、都市に潤い与える身近で貴重な自

然環境であるため、継続して保全する必要がある。  

※１普通林  

制限林（保安林）以外の森林  
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３ 森林整備の基本方針  

 

近年の地球温暖化問題をはじめとする森林に対する意識の高まりが、市民より一層注が

れている。  

本市の貴重な森林を次世代へと引き継いでいくには、市民による郷土愛がより強く求め

られているといえる。   

特に多々良・堀工の保安林については、森林の有する公益的機能※ 1（快適環境形成のた

めの防風機能や、市民の憩いの場として必要な保健文化機能等）が十分に発揮されるよう

な整備・保全を図る。また森林環境の保全のため森林病害虫等被害対策としての森林保護

の取組みを、国・県の補助事業等の地方財政措置を活用するとともに、地域住民や次代を

担う子どもたち、ボランティア等の参加による保全活動を推進する。   

※ １ 公 益 的 機 能  

森 林 は ，木 材 の 生 産 機 能 の ほ か ，渇 水 や 洪 水 を 緩 和 し 、良 質 な 水 を 育 む 水 源 の か ん 養 機 能 、 

山 地 災 害 の 防 止 機 能 、二 酸 化 炭 素 の 吸 収・貯 蔵 や 騒 音 防 止 、飛 砂 防 止 な ど の 生 活 環 境 保 全  

機 能 、レ ク リ エ ー シ ョ ン や 教 育 の 場 の 提 供 、芸 術・創 造 の 場 の 提 供 な ど の 保 健 文 化 機 能 等 、 

多 面 的 な 機 能 を 持 つ が 、こ の よ う な 多 面 的 機 能 の う ち 、木 材 等 の 生 産 機 能 を 除 く も の に つ  

い て 、 公 益 的 機 能 と 呼 ぶ  

 

 （１）地域の目指すべき森林資源の姿  

本市の森林資源の構成等を踏まえ、森林の有する各機能において、その機能の発揮の上

から望ましい森林資源の姿は次のとおり（表１）とする。   

 

表１ 地域の目指すべき森林資源の姿  

 区分  森林の機能 (働き）  機能に応じた望ましい森林の姿  

 

 

 

 

 

 

 

公  

益  

的  

機  

能  

 

快適環境形

成機能 

（※１）  

気候緩和（夏の気温低下と冬

の気温上昇、木陰）／大気浄化

（塵埃吸着、汚染物質吸収）／

快適生活環境形成 (騒音防止、

アメニティ）  

 

樹高が高く枝葉が多く茂っているなど遮

蔽能力や汚染物質の吸着能力が高く、諸被

害に対する抵抗性が高い森林  

 

保健・レク

リエーショ

ン機能 

（※２）  

療養（リハビリテーション）／

保養 (休養、散策、森林浴 )／レ

クリエーション（行楽、スポー

ツ等）  

 

身近な自然や自然とのふれあいの場とし

て適切に管理され、多様な樹種等からな

り、住民等に憩いと学びの場を提供してい

る森林であって、必要に応じて保健・教育

活動に適した施設が整備されている森林  

 

 

文化機能 

（※３）  

景観（ランドスケープ）・風致

／学習・教育（生産・労働体験

の場、自然認識・自然とのふれ

あいの場）／芸術／宗教・祭礼

／伝統文化／地域の多様性維

持（風土形成）  

 

史跡・名勝等と一体となって潤いのある自

然景観や歴史的風致を構成している森林

であって､必要に応じて文化活動に適した

施設が整備されている森林  
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※ １ 快 適 環 境 形 成 機 能  

森 林 の 公 益 的 機 能 の 一 つ で 、防 風 や 防 音 、樹 木 の 樹 冠 に よ る 塵 埃 の 吸 着 、い わ ゆ る ヒ ー

ト ア イ ラ ン ド 現 象 の 緩 和 な ど 、 快 適 な 環 境 形 成 に 寄 与 す る 機 能 の こ と  

※ ２ 保 健 ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 機 能  

         森 林 の 公 益 的 機 能 の 一 つ で 、療 養（ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ）、保 養 (休 養 、散 策 、森 林 浴 )、

レ ク リ エ ー シ ョ ン （ 行 楽 、 ス ポ ー ツ 等 ） な ど の た め の 機 能 の こ と  

※ ３ 文 化 機 能  

 森 林 の 公 益 的 機 能 の 一 つ 。森 林 の ラ ン ド ス ケ ー プ（ 景 観 ）は 、行 楽 や 芸 術 の 対 象 と し て

人 々 に 感 動 を 与 え る ほ か 、 伝 統 文 化 伝 承 の 基 盤 と し て 日 本 人 の 自 然 観 の 形 成 に 大 き く

関 わ っ て い る 。 ま た 、 森 林 環 境 教 育 や 体 験 学 習 の 場 と し て の 役 割 を 果 た し て お り 、 こ

の よ う な 機 能 を 指 す  

※ ４ 生 物 多 様 性 保 全 機 能  

森 林 の 公 益 的 機 能 の 一 つ で 、 生 物 種 、 生 態 系 な ど を 保 全 す る 機 能 の こ と  

  

（ ２ ） 森 林 整 備 の 基 本 的 な 考 え 方 及 び 森 林 施 業 の 推 進 方 策  

２の森林整備の現状と課題を踏まえ、（１）で掲げる森林の有する機能について、それ

ぞれの機能の維持増進を図り、望ましい森林資源の姿に誘導してくための整備指針は次

のとおり（表２）とする。  

 

表２ 森林整備の基本的な考え方及び森林施業の推進方策 

快適環境形成機能  

市民の日常生活に密接な関わりを持つ里山林等であって、騒音や

粉塵等の影響を緩和する森林及び森林の所在する位置、気象条件等

からみて風害、霧害等の気象災害を防止する効果が高い森林につい

ては、快適環境形成機能の維持増進を図る森林として整備及び保全

を推進することとする。  

 具体的には、地域の快適な生活環境を保全する観点から、風や騒

音等の防備や大気の浄化のために有効な森林の構成の維持を基本

とし、樹種の多様性を増進する施業や適切な保育※１・間伐等を推

進することとする。  

 快適な環境の保全のための保安林の指定やその適切な管理、防風

等に重要な役割を果たしている防風林等の保全を推進することと

する。  

保健・レクリエーシ

ョン機能  

観光的に魅力ある高原、渓谷等の自然景観や植物群落を有する森

林、キャンプ場や森林公園等の施設を伴う森林など、市民の保健・

教育的利用等に適した森林については、保健・レクリエーション機

能の維持増進を図る森林として整備及び保全を推進することとす

る。  

 具体的には、市民や来訪者に憩いと学びの場を提供する観点か

ら、自然条件や利用者のニーズ等に応じ広葉樹の導入を図るなどの

多様な森林整備を推進することとする。  

 また、保健等のための保安林の指定やその適切な管理を推進する

こととする。  

生物多様性

保全機能  

（※４）  

遺伝子保全／生物種保全（植

物種保全、動物種保全（鳥獣保

護）、菌類保全）／生態系保全

（河川生態系保全、沿岸生態系保

全（魚つき）) 

原生的な森林生態系、希少な生物が生育・

生息する森林、陸域・水域にまたがり特有

の生物が生育・生息する渓畔林  

 



 - 4 - 

文化機能  

史跡、名勝等の所在する森林や、これらと一体となり優れた自然

景観等を形成する森林については、潤いある自然景観や歴史的風致

を構成する観点から、文化機能の維持増進を図る森林として整備及

び保全を推進することとする。  

 具体的には、美的景観の維持・形成に配慮した森林整備を推進す

ることとする。  

 また、風致の保存のための保安林の指定やその適切な管理を推進

することとする。  

生物多様性保全  

機能  

全ての森林は多様な生物の生育・生息の場として生物多様性の保

全に寄与している。このことから、森林生態系の不確実性を踏まえ

た順応的管理の考え方に基づき、時間軸を通して適度な攪乱により

常に変化しながらも、一定の広がりにおいてその土地固有の自然条

件等に適した様々な生育段階や樹種から構成される森林がバラン

ス良く配置されていることを目指すものとする。  

 とりわけ、原生的な森林生態系、希少な生物が生育・生息する森

林、陸域・水域にまたがり特有の生物が生育・生息する渓畔林など

の属地的に機能の発揮が求められる森林については、生物多様性保

全機能の維持増進を図る森林として保全することとする。  

 また、野生生物のための回廊の確保にも配慮した適切な保全を推

進することとする。  

※ １ 保 育  

育 成 す る 目 的 樹 種 の 成 長 を 促 す た め に 行 う 作 業 の 総 称  

注１：森林の有する多面的機能については、地形条件、気象条件及び森林の種類などにより発揮される効果は異

なり、また、洪水や渇水を防ぐ役割については、人為的に制御できないため、期待される時に必ずしも常

に効果が発揮されるものではないことに留意する必要がある。  
 ２：これらの機能以外に森林の有する多面的機能として地球環境保全機能があるが、これについては二酸化炭

素の固定、蒸散発散作用等の森林の働きが保たれることによって発揮される属地性のない機能であること

に留意する必要がある。 
 

（ ３ ） 保 安 林 の 適 切 な 整 備 及 び 保 全 管 理  
  保 安 林 の 有 す る 公 益 的 機 能 を 効 率 的 に 発 揮 す る た め 、次 の よ う な 整 備 及 び 保

全 管 理 を 実 施 す る も の と す る 。  
 
保 安 林 の 適 切 な 整 備 及 び 保 全 管 理  

事  業  名  内  容  

保 安 林 リ フ レ ッ シ ュ  

事 業  

機 能 が 低 下 し た 保 安 林 に お い て 、 そ の 機 能 を 回 復 さ  

せ る た め 、 つ る 切 り や 下 草 刈 り 、 松 枯 れ 等 に よ る 未 立  

木 地 ※ １ へ の 移 植 及 び 捕 植 を 実 施 す る 。  

森 林 病 害 虫 等 防 除 事 業  

（ 特 別 伐 倒 駆 除 ）  

松 く い 虫 ※ ２ に よ る 松 枯 れ 被 害 拡 大 防 止 の た め 、 年  

２ 回 （ 春 期 ・ 秋 期 ） 特 別 伐 倒 駆 除 を 実 施 す る 。  

森 林 病 害 虫 等 防 除 事 業  

（ 樹 幹 注 入 ※ ３ ）  

松 く い 虫 に よ る 松 枯 れ 被 害 拡 大 防 止 の た め 、松 枯 れ 防

止 の 樹 幹 注 入 を 実 施 す る 。薬 は 薬 効 が 最 も 長 い も の を 使

用 し 、計 画 的 に 多 々 良 保 安 林・堀 工 保 安 林 の 両 地 区 を 網

羅 す る 。  
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ア カ マ ツ 植 樹 事 業  

保 安 林 内 の 松 の 補 植 を 行 う と と も に 、保 安 林 に 対 す る

市 民 の 郷 土 愛 を 醸 成 す る た め 、次 代 を 担 う 子 供 た ち や 地

域 住 民 と 協 力 し て 、松 枯 れ の 目 立 つ エ リ ア に 、松 く い 虫

に 強 い 抵 抗 性 ア カ マ ツ ※ ４ の 植 樹 を 行 う 。  

森 林 保 全 推 進 活 動  

 群 馬 県 が 定 め る 森 林 保 全 推 進 員 を 置 き 、保 安 林 及 び 保

安 林 周 辺 の パ ト ロ ー ル を 実 施 。倒 木 の 恐 れ の あ る 危 険 木

や 病 害 虫 に よ る 被 害 木 の 早 期 発 見 、山 火 事 防 止 の 啓 発 や

保 安 林 内 に お け る 禁 止 行 為 や 不 法 投 棄 の 防 止 に 努 め る 。 

委 託 業 者 に よ る 維 持 管

理 事 業  

多 々 良 沼 公 園 及 び 野 鳥 の 森 自 然 公 園 内 の 保 安 林 に 関

す る 維 持 管 理 を 、年 間 を 通 じ て 委 託 業 者 に 依 頼 。安 全 管

理 や 緊 急 時 の 早 期 対 応 な ど に 努 め 、保 安 林 内 の 快 適 環 境

を 保 つ 。  

※ １ 未 立 木 地  

本 来 は 森 林 で あ る べ き 土 地 が 、伐 採 以 外 の 各 種 被 害 等 に よ り 樹 木 が 失 わ れ て い る（ 無 立 木  

と な っ て い る ） 土 地  

※ ２ 松 く い 虫  

 一 般 に 、マ ツ を 枯 ら す 線 虫（ マ ツ ノ ザ イ セ ン チ ュ ウ ）を 媒 介 す る マ ツ ノ マ ダ ラ カ ミ キ リ の  

こ と  

※ ３ 樹 幹 注 入  

マ ツ ノ マ ダ ラ カ ミ キ リ に よ っ て 運 ば れ る 松 く い 虫 被 害 の 病 原 体 、 マ ツ ノ ザ イ セ ン チ ュ ウ

（ 松 の 材 線 虫 ） を マ ツ の 材 内 で 殺 虫 す る た め 薬 剤 を 注 入 し て 松 枯 れ を 予 防 す る 方 法   

※ ４ 抵 抗 性 ア カ マ ツ  

マ ツ を 枯 ら す 線 虫 （ マ ツ ノ ザ イ セ ン チ ュ ウ ） に 抵 抗 性 を 持 っ た ア カ マ ツ  

 

４  森 林 施 業 の 合 理 化 に 関 す る 基 本 方 針  
 

  該当なし 
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Ⅱ 森林整備の方法に関する事項  

 

第１ 森林の立木竹の伐採に関する事項（間伐に関する事項を除く。）  

 

１ 樹種別の立木の標準伐期齢  

 

主要樹種について、標準的な立木の伐採（主伐）の時期に関する指標である標準伐期

齢を次のとおり定める。また、特定苗木等が調達可能な地域では、その特性に対応した

標準伐期齢の設定を検討するよう努めることとする。  

なお、標準伐期齢（※１）に達した時点での森林の伐採を義務づけるためのものでは

ない。 

※ １ 標 準 伐 期 齢  

  市 町 村 森 林 整 備 計 画 に お い て 、地 域 の 標 準 的 な 主 伐 の 林 齢（ 森 林 の 年 齢 。人 工 林 で は 、苗  

木 を 植 栽 し た 年 度 を １ 年 生 と し 、以 後 、２ 年 生 、３ 年 生 と 数 え る 。樹 齢 と は 異 な る ）と し  

て 定 め ら れ る も の 。主 要 な 樹 種 ご と に 、平 均 成 長 量 が 最 大 と な る 年 齢 を 基 準 と し て 、森 林  

の 有 す る 公 益 的 機 能 、 既 往 の 平 均 伐 採 齢 及 び 森 林 の 構 成 を 勘 案 し て 定 め ら れ る  

 

   表３ 樹種別の立木の標準伐期齢                                          単位：年 

 

地 域 

 

樹     種 

スギ ヒノキ 
アカマツ 

クロマツ 

その他 

針葉樹 

広葉樹 

用 材 その他 

 
全 域 

 

 
３５ 

 

 
４０ 

 

 
３５ 

 

 
６０ 

 

 
７０ 

 

 
１５ 

 

注：広葉樹のその他には、薪炭材、パルプ用チップ原木、食用きのこ原木等に供されるものを含む。 

 

 

２ 立木の伐採（主伐）の標準的な方法  

 

主伐※１とは、更新※２を伴う伐採であり、その方法については、皆伐※３又は択伐

※４によるものとする。  

立木を伐採（主伐）する場合においては、森林の有する多面的機能の維持増進並びに

対象森林の自然条件及び社会的条件に配慮するとともに、伐採跡地が連続することがな

いよう、伐採跡地間には、少なくとも周辺森林の成木の樹高程度の幅を確保するものと

する。また、伐採作業に伴う林業機械の走行等に必要な集材路の作設等に当たっては、

伐採する区域の地形や地質等を十分に確認した上で配置の計画や施工等を行い、森林の

更新及び森林の土地の保全への影響を極力抑えることとする。  

伐採の対象とする立木については、標準伐期齢以上を目安として選定するものとす

る。 

※ １ 主 伐  

林 業 上 で 収 穫 を 目 的 と し て 立 木 を 伐 る こ と で あ り 、 伐 採 に 伴 っ て 後 継 樹 の 育 成 す な わ ち  

更 新 が 必 要 に な る  

※ ２ 更 新  

主 伐 後 の 立 木 が 無 い 状 態 か ら 、 人 為 や 天 然 力 に よ り 森 林 に 戻 る こ と  
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※ ３ 皆 伐  

森 林 の 林 木 の 全 部 あ る い は 大 部 分 を 一 時 に 伐 採 し 、 収 穫 す る 方 法  

※ ４ 択 伐  

択 伐 は 、 対 象 と な る 区 画 か ら 伐 期 に 達 し た 木 な ど 一 定 の 基 準 で 樹 木 を 選 び 、 抜 き 切 り  

し て 、 林 内 で の 更 新 を 図 る こ と  

 

 （１）伐採方法について 

区分  伐  採  方  法  

皆伐  

 皆伐は、主伐のうち択伐以外のものとする。皆伐に当たっては、気候、地

形、土壌等の自然条件及び公益的機能の確保の必要性を踏まえ、適確な更新

を図ることとする。  

択伐  

 択伐は、主伐のうち、伐採区域の森林を構成する立木の一部を伐採する方

法であって、単木・帯状又は樹群を単位として伐採区域全体でおおむね均等

な伐採率で行い、かつ、材積に係る伐採率が 30％以下（伐採後の造林が人工

造林※１による場合にあっては 40％以下）の伐採とする。  

 択伐に当たっては、森林の有する多面的機能の維持増進が図られる適正な

林分構造となるよう一定の立木材積を維持するものとし、適切な伐採率によ

ることとする。  

※ １ 人 工 造 林  

苗 木 の 植 栽 、 種 子 の ま き 付 け 、 挿 し 木 等 の 人 為 的 な 方 法 に よ り 森 林 を 造 成 す る こ と  

 

 （２）立木の伐採（主伐）の標準的な方法 

施 業 の 区 分 標 準 的 な 方 法 

育成単層林  

※１ 

① 主伐は、自然条件や公益的機能の確保の必要性等により、１ヶ

所当たりの伐採面積、伐採箇所の分散に配慮する。また、林地

の保全、風致の維持等、必要に応じ保護樹帯を設置する。  

② 主伐の時期は、重視すべき公益的機能の発揮に配慮する。  

③ 伐採後は、ぼう芽更新※２が確実な林分以外は、郷土樹種や広

葉樹も視野に入れ、現地の自然条件に適した樹種を選定、植栽

し、早期に更新する。  

   また、ぼう芽更新は、必要に応じ、芽かき※３、植込みを実施

する。  

④ 皆伐後天然更新※４を行う場合は、天然下種更新※５、ぼう芽

更新が確実な林分を対象とする。特に、天然下種更新を行う場

合は、更新を確保するため伐区の形状、母樹の保存等について

配慮する。  

⑤ 森林の生物多様性の保全の観点から、野生生物の営巣等に重要

な空洞木について、保存等に努める。  

⑥ 森林の多面的機能の発揮の観点から、伐採跡地が連続すること

のないよう、少なくとも周辺森林の成木の樹高程度の幅を確保

する。 

育成複層林  

※６ 

① 主伐にあたっては、複層林に誘導するため、特に自然条件を踏

まえ森林の構成樹種、林分構造等を勘案して実施する。  

② 択伐による場合は、森林生産力の増進が図られる適正な林分構

成に誘導するよう、適切な伐採率と繰り返し期間による。  
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③ 皆伐による場合は、適切な伐採区域の形状、伐採面積の規模、

伐採箇所の分散等に配慮する。  

④ 天然更新を前提とする場合には、種子の結実状況、天然稚樹の

成育状況、母樹の保存等に配慮する。  

⑤ 森林の生物多様性の保全の観点から、野生生物の営巣等に重要

な空洞木について、保存等に努める。  

⑥ 森林の多面的機能の発揮の観点から、伐採跡地が連続すること

のないよう、少なくとも周辺森林の成木の樹高程度の幅を確保

する。 

 

天然生林  

※７ 

① 天然生林の皆伐は、施業地周辺の人工林の生育状況、自然条件

及び技術体系からみて人工植栽又は天然更新による成林※８

が確実であると見込まれる林分で行うものとする。  

② 伐区の設定にあたっては、公益的機能の発揮を確保する観点か

ら、育成単層林に準じて伐採面積の規模、伐採箇所の分散、保

護樹帯の設置等に配慮するものとする。  

③ 天然更新を前提とする場合には、種子の結実状況、天然稚樹の

成育状況、母樹の保存等に配慮する。  

④ 森林の生物多様性の保全の観点から、野生生物の営巣等に重要

な空洞木について、保存等に努める。  

⑤ 森林の多面的機能の発揮の観点から、伐採跡地が連続すること

のないよう、少なくとも周辺森林の成木の樹高程度の幅を確保

する。 

 

※ １ 育 成 単 層 林  

 森 林 を 構 成 す る 林 木 の 一 定 の ま と ま り を 一 度 に 全 部 伐 採 し 、 人 の 手 （ 植 栽 や 萌

芽 等 ） に よ り 単 一 の 樹 冠 層 を 構 成 す る 森 林 と し て 成 立 さ せ 、 維 持 し て い く 森 林

づ く り の 方 法  

※ ２ ぼ う 芽 更 新  

 樹 木 の 伐 採 後 、 残 さ れ た 切 り 株 か ら の 若 芽 （ ぼ う 芽 枝 ） の 生 育 を 期 待 し て 森 林  

の 再 生 を 図 る 方 法  

※ ３ 芽 か き  

ぼ う 芽 枝 を 必 要 な 本 数 に 調 整 す る 作 業  

※ ４ 天 然 更 新  

主 と し て 天 然 の 力 に よ り 次 の 世 代 の 樹 木 を 発 生 さ せ て 林 分 を 仕 立 て る こ と を い

い 、 ぼ う 芽 更 新 、 天 然 下 種 更 新 な ど が あ る  

※ ５ 天 然 下 種 更 新  

立 木 か ら 地 面 に 落 ち た 種 子 の 発 芽 に よ り 森 林 に 戻 る こ と  

※ ６ 育 成 複 層 林  

    森 林 を 構 成 す る 立 木 の 抜 き 伐 り や 部 分 的 な 伐 採 の 後 に 、 人 為 に よ る 更 新 作 業 を  

お こ な っ て つ く ら れ る 、 複 数 の 樹 高 の 立 木 か ら 構 成 さ れ る 森 林  

※ ７ 天 然 生 林  

 主 と し て 天 然 力 に よ っ て 成 立 し て い る 森 林  

※ ８ 成 林  

成 木 が 、 樹 種 ・ 樹 齢 に 応 じ て 良 好 に 成 長 で き る 密 度 で 生 え て い る 森 林  

 

注）育成単層林、育成複層林及び天然生林において実施される施業の内容については、以下  

のとおりです。  

１  育成単層林においては、森林を構成する林木の一定のまとまりを一度に全部伐採し、
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＊１
人為により単一の樹冠層を構成する森林として成立させ維持する施業（育成単層林施業） 

２  育成複層林においては、森林を構成する林木を
＊２
択伐等により部分的に伐採し、人為によ

り
＊３

複数の樹冠層を構成する森林（施業の関係上一時的に単層林となる森林を含む）として

成立させ維持する施業（育成複層林施業）  

３  天然生林においては、
＊４

主として天然力を活用することにより成立させ維持する施業（天

然生林施業）。この施業には、国土の保全、自然環境の保全、種の保存等のための禁伐等

を含む。  
＊１ 「人為」とは、植栽、更新補助（天然下種更新のための地表かきおこし、刈払い等）、

芽かき、下刈、除伐、間伐等の保育等の作業を総称したもの。 
＊２ 「択伐」とは、森林内の成熟木を数年から数十年ごとに計画的に繰り返し伐採（抜き切

り）すること。 
＊３ 「複数の樹冠層」は、樹齢や樹種の違いから林木の高さが異なることにより生じるも

の。 
＊４  「主として天然力を活用」は、自然に散布された種子が発芽して生育することを主体と

するもの。 

 

第２ 造林に関する事項  

 

１ 人工造林に関する事項  

 

 （１）人工造林の対象樹種  

人工造林※１をすべき樹種は適地適木を旨として、自然条件、地域における造林種苗

の需給動向及び木材の利用状況等を勘案して、次表４に定める樹種を選定するものとす

る。生物多様性の保全のため、郷土樹種の選定も考慮するものとする。また、特定苗木

などの成長に優れた苗木や少花粉スギなどの花粉症対策に資する苗木の確保を図るた

め、その増加に努めることとする。 

さ ら に 、他 の 樹 種 を 植 栽 し よ う と す る と き は 、林 業 普 及 指 導 員 ※ ２ 又 は 館 林

市 の 森 林 ・ 林 業 担 当 部 局 と も 相 談 の 上 、 適 切 な 樹 種 を 選 択 す る 。  

※ １ 人 工 造 林  

 苗 木 の 植 栽 、 種 子 の ま き 付 け 、 挿 し 木 等 の 人 為 的 な 方 法 に よ り 森 林 を 造 成 す る こ と  

※ ２ 林 業 普 及 指 導 員  

高 度 で 多 様 な 技 術 ・ 知 識 を よ り 的 確 に 林 業 の 現 場 に 普 及 し て い く た め に 、 専 門 の 事

項 に つ い て の 調 査 研 究 と 森 林 所 有 者 等 へ の 普 及 指 導 を 併 せ て 実 施 す る 都 道 府 県 に 設

置 さ れ た 職 員  
 

       表４ 人工造林の対象樹種 

区 分 樹種名  備  考 

 

人工造林の対象樹

種 

 

 

スギ、ヒノキ、アカマツ、クヌギ、コナラ、ケヤキ、その

他地域に応じた有用広葉樹  

 

 

 

 

 

 

 （２）人工造林の標準的な方法  

人工造林は、下記のア、イに示す方法を標準として行うものとする。  

また、複層林※１化を図る場合の下層木について、地域での既往の複層林施業の状況

を踏まえつつ、標準的な植栽本数に下層木以外の立木の伐採率（材積による率）を乗じ

た本数以上を植栽することとする。  

 

な お 、定 め ら れ た 標 準 的 な 植 栽 本 数 の 範 囲 を 超 え て 植 栽 し よ う と す る 場 合 は 、 
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林 業 普 及 指 導 員 又 は 館 林 市 の 森 林・林 業 担 当 部 局 と も 相 談 の 上 、適 切 な 方 法 を  

選 択 す る 。  

※ １ 複 層 林  

複 数 の 樹 高 （ 樹 種 ・ 樹 齢 の 違 い に よ る も の ） の 立 木 で 構 成 さ れ る 森 林 の こ と  

 

   ア 人工造林の樹種別及び仕立ての方法別の標準的な植栽本数 

樹  種 仕立ての方法 標準的な植栽本数（本／ｈａ） 備  考 

ス ギ 

密仕立 ３，５００  

中仕立 ３，０００  

疎仕立 ２，５００  

ヒノキ 

密仕立 ３，５００  

中仕立 ３，０００  

疎仕立 ２，５００  

アカマツ 中仕立 ４，０００  

※ １ 仕 立 て  

人 工 造 林 に よ り 目 的 と す る 森 林 の 姿（ 形 ）に つ く り あ げ る 作 業 過 程 。１ h a当 た  

り の 植 栽 本 数 に よ り 、 疎 仕 立 ＜ 中 仕 立 ＜ 密 仕 立 と な る  

 

   イ その他人工造林の標準的な方法 

区 分 標準的な方法 

地ごしらえの方法 
伐採木の枝条等が植栽や保育作業の支障とならないよう配

慮する。なお、必要に応じて森林外へ搬出する。  

植え付けの方法 

普通穴植えを標準とし、気候その他の自然条件及び既往の植

付け方法を勘案する。  

また、植栽に当たっては、コンテナ苗の活用や伐採と造林

の一貫作業システム、低密度植栽、保育作業用機械による下

刈りを想定した植付間隔の導入も考慮する。  

植栽の時期 
スギ、ヒノキは４月～６月を標準とする。 

アカマツ、クロマツは３月～５月を標準とする。 

※ １ 地 ご し ら え  

苗 木 の 植 え 付 け が し や す い よ う 、 雑 草 木 を 刈 り 払 う な ど 植 栽 予 定 地 を 整 理 す る  

作 業 の こ と  

            

 （３）伐採跡地の人工造林をすべき期間  

森林の有する公益的機能の維持及び早期回復並びに森林資源の造成を図る観点から、

人工造林地における主伐後の更新を確実に行うこととする。  

また、人工造林による更新の期間は次の表５に示すとおりとする。  

 

表５ 人工造林をすべき期間                                        

伐採の方法  人工造林をすべき期間    

 

 皆 伐 

主伐としてその立木の伐採が終了した日を含む伐採年度

の翌伐採年度の初日から起算して２年以内  
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択 伐 
主伐としてその立木の伐採が終了した日を含む伐採年度

の翌伐採年度の初日から起算して５年以内  

 

 

                                                   

 

 

２ 天然更新に関する事項  

 

 （１）天然更新の対象樹種  

天然更新をすべき樹種は適地適木を旨として、地域内の自然条件、周辺環境等を勘案

して、次の樹種から選定するものとする。  

なお、他の樹種を対象に天然更新をしようとするときは、林業普及指導員又は館林市

の森林・林業担当部局とも相談の上、適切な方法を選択する。  

 

表６ 天然更新をすべき樹種  

区   分 対象樹種    備考 

天然更新の対象樹種 

コナラ、クリ、ケヤキ、ミズキ、サクラ類、シデ類、

カエデ類、ほか地域に応じ、将来確実に成林する高木

性の樹種 

 

 

 

 

上記のうちぼう芽によ

る更新が可能な樹種 
コナラ、クリ、サクラ類、シデ類、カエデ類等 

 

 

 

 （２）天然更新の標準的な方法  

ア 天然更新の対象樹種の期待成立本数  

天然更新を行う際には、表７に示す期待成立本数として想定される本数に１０分の３

を乗じた本数以上の本数（ただし、草丈以上のものに限る）を更新する必要がある。  

 

  表７ 天然更新の対象樹種の期待成立本数 

樹  種 期待成立本数 

２の（１）に定める樹種 １０，０００本 ／ｈａ 

 

  イ 天然更新補助作業※１の標準的な方法  

天然更新を行うに当たって行う補助作業の標準的な方法は、表８のとおりとする。  

※ １ 天 然 更 新 補 助 作 業  

 天 然 下 種 更 新 や ぼ う 芽 更 新 に 人 の 手 を 加 え 、 発 芽 や ぼ う 芽 枝 の 成 長 を 助 け る 作 業 の  

こ と 。 種 子 の 発 芽 を 促 す た め の 地 表 の か き 起 こ し や ぼ う 芽 整 理 な ど の 作 業 が あ る  

 

 

  表８ 天然更新補助作業の標準的な方法 

区 分 標準的な方法 

ぼう芽更新の補

助作業 

目的樹種の発生状況により必要に応じて芽かきを行い、優良芽を１株当たり

２～３本残すものとし、目的樹種が成立しない箇所については、植え込みを行

う。 
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また、目的樹種の妨げとなる不要木については、早めに除去するものとする。 

なお、伐採後おおむね５年を越えない期間後の更新状況を確認し、更新が完

了していない場合には植え込みにより確実な更新を図る。 

天然下種更新の

補助作業 

ササや粗腐性の堆積物により種子の着床や稚樹の成長が期待できない箇所

については、地表処理として、かき起こし、枝条整理等の作業を行う。 

天然稚樹がササなどの下層植生により成長が阻害されている箇所について

は刈り出しを行う。 

目的樹種が成立しない箇所については、植え込みを行う。 

 

ウ その他の天然更新の方法  

天然更新の完了を確認する方法は現地確認とし、更新樹種が概ね均等に生育するとと

もに、草本※１等によって被圧されず、順調に成長できるとみなされる状態をもって更

新完了とする。  

また、更新すべき立木の本数に満たず天然更新が困難であると判断される場合には、

天然更新補助作業又は人工造林により確実に更新を図る必要がある。  

※ １ 草 本  

木 に な ら な い 植 物 で 、 樹 木 の よ う に 大 き く な ら ず 、 太 く 堅 い 幹 を 持 た な い 植 物  

 

 （３）伐採跡地の天然更新をすべき期間  

森林の有する公益的機能の維持及び早期回復を図るため、伐採跡地の天然更新をすべ

き期間は、当該伐採が終了した日を含む年度の翌年度の初日から起算して５年以内とす

る。 

 

３ 植栽によらなければ適確な更新が困難な森林に関する事項  

 

（１）植栽によらなければ適確な更新が困難な森林の基準  

現況が針葉樹人工林であり、母樹となり得る高木性の広葉樹林が更新対象地の斜面上

方や周囲 100ｍ以内に存在せず、林床にも更新樹種が存在しない森林を「植栽によらな

ければ適確な更新が困難な森林」とする。  

 

（２）植栽によらなければ適確な更新が困難な森林の所在  

 

該当なし  

 

４ 森林法第10条の９第４項の伐採の中止又は造林の命令の基準  

 

森林法第 10条の９第４項の伐採の中止又は造林の命令の基準については、次のとおり

定める。  

 

（１) 更新に係る対象樹種  

   ア 人工造林の場合  

    １の（１）による。  

   イ 天然更新の場合  

    ２の（１）による。  
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 （２）生育し得る最大の立木の本数として想定される本数  

植栽によらなければ適確な更新が困難な森林以外の森林の伐採跡地における植栽

本数を定めるにあたり、天然更新の対象樹種の立木が５年生時点で、生育し得る最大

の立木本数を表９のとおりとする。  

また、対象樹種のうち周辺の草丈に一定程度の余裕高を加えた樹高以上のものにつ

いて、その本数に10分の３を乗じた本数以上の本数を成立させるものとする。 

 

   表９ 天然更新の対象樹種の立木が５年生時点で、生育し得る最大の立木本数 

樹 種 最大の立木の本数として想定される本数 

２の（１）に定める樹種 １０，０００本 ／ｈａ 

 

５ その他必要な事項  

 

該当なし  

 

第３ 間伐を実施すべき標準的な林齢、間伐及び保育の標準的な方法その他間伐及び保育  

の基準 

 

１ 間伐を実施すべき標準的な林齢及び間伐の標準的な方法  

 

 （１）標準的な林齢及び標準的な方法  

間伐※１は、表１０に示す内容を標準として、森林の立木の成育の促進並びに林分

の健全化及び利用価値の向上を図ることを旨として、森林の立木の生長度合い等を勘

案し、適切な時期、方法により実施するものとする。  

間伐率については、材積に係る伐採率が３５％以下であり、かつ、伐採が終了した

日を含む年度の翌年度の初日から起算しておおむね５年後において、その森林の樹冠

疎密度が１０分の８以上に回復することが確実であると認められる範囲内とする。  

また、高齢級の森林における間伐については、立木の成長力に留意しなければなら

ない。 

※ １ 間 伐  

 混 み す ぎ た 森 林 を 適 正 な 密 度 に し て 健 全 な 森 林 に 導 く た め に 、 ま た 、 利 用 で き る 大

き さ に 達 し た 立 木 を 徐 々 に 収 穫 す る た め に 行 う 伐 採  

 

表１０ 間伐を実施すべき標準的な林齢及び間伐の標準的な方法  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

樹 種 施業体系 

間伐を実施すべき 
標準的な林齢（年生） 

標準的な方法 備 考 
初 
 
回 

２ 
回 
目 

３ 
回 
目 

４ 
回 
目 

５ 
回 
目 

ス ギ 

3,000本/地位級Ⅱ １５ ２０ ２７   間伐率は、本数で

30％程度とする。 

 

間伐木の選定に

おいては、林分構

成の適正化を図

実施林齢の決

定は、原則とし

て密度管理図、

「群馬県民有

林 人工林収穫

3,000本/地位級Ⅲ １７ ２３ ３１   

   〃    （伐期80年） １７ ２３ ３１ ４４ ６９ 

ヒノキ 3,000本/地位級Ⅱ １８ ２３ ３０   
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3,000本/地位級Ⅲ ２１ ２７ ３６   るよう、形成不良

木等に偏ること

なく行うことと

する。 

予想表」を使用

する。 

    〃    （伐期80年） ２１ ２７ ３６ ５３  

アカマツ 
4,000本/地位級Ⅱ １６ ２１ ２８   

   〃    （伐期80年） １６ ２１ ２８ ４０  

 

（２）実施時期の標準的な間隔   

主要樹種について、間伐の実施すべき標準的な間隔を、表１１のとおり定める。  

なお、間伐の間隔は、あくまでも指標であり、これをもって間伐を促すものではない。 

 

         表１１ 間伐を実施すべき標準的な間隔 

区 分 
間伐の実施時期 

の間隔の年数 
備 考 

標準伐期齢未満 概ね１０年  

標準伐期齢以上 概ね１５年  

 

２ 保育の種類別の標準的な方法  

 

保育は、表１２に示す内容を標準として、当該森林の植生状況、立木の生長度合い等

を勘案し、森林の立木の生育の促進及び林分の健全化を図ることを旨とし、適切に実施

するものとする。  

                    

表１２ 保育の作業種別の標準的な方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育の 
 

種 類 
樹 種 

実施すべき標準的な林齢及び回数 
標準的な方法 備 考 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 

下
刈(

※
１)

 
ス ギ １ １ １ １ １ １     

植栽木が下草より抜

け出るまで行う。実

施期間は、６～７月

頃を目安とする。 

回数は必

要に応じ

て実施す

る。 

ヒノキ １ １ １ １ １ １ １    

アカマツ １ １ １ １ １ １     

コナラ １ １ １ １ １      

つ
る
切 

(

※
２)

 

ス ギ          １ 下刈り終了後、つる

の繁茂の状況に応じ

て行う。実施期間

は、６～７月頃を目

安とする。 

 

ヒノキ          １  

アカマツ          １ 

コナラ       １    

除
伐(

※
３)

 

ス ギ          １ 造林木の成長を阻害

したり、阻害が予想

される侵入木や形成

不良木を除去する。

 ヒノキ          １ 

アカマツ          １ 
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コナラ       １    
実施期間は、8～10

月頃を目安とする。 

枝 

打 

（
※
４
） 

 
 

ス ギ         １  
生長休止期に実施 

する。 
 

ヒノキ         １  

※ １ 下 刈  

 植 栽 し た 幼 齢 の 造 林 木 の 、 生 育 を 妨 げ る 雑 草 木 を 刈 り 払 う 作 業 。 一 般 に 植 栽 後 の 数

年 間 、 毎 年 、 春 か ら 夏 の 間 に 実 施 す る  

※ ２ つ る 切   

 下 刈 を 終 了 し た 後 に 、つ る 植 物 を 切 る こ と で 、ク ズ 、フ ジ 、ア ケ ビ 等 の つ る 植 物 が 植

栽 木 に 巻 き 付 く 場 合 、 ナ タ や 除 草 剤 で こ れ ら を 除 去 す る 作 業 を い う  

※ ３ 除 伐  

新 植 し た 森 林 で 造 林 の 目 的 以 外 の 樹 種 を 取 り 除 く こ と を い う が 、 目 的 樹 種 で も 形 質

の 劣 る 場 合 は 併 せ て 除 く こ と も あ る 。  

※ ４ 枝 打  

材 の 付 加 価 値 を 高 め る こ と や 病 虫 害 の 防 止 等 の 外 、林 内 に 光 を 入 れ 、下 層 植 生 を 生 育  

さ せ 、公 益 的 機 能 の 発 揮 さ せ る た め 、計 画 的 に 下 枝 の 一 部 を 幹 に 沿 っ て 、ナ タ や 鋸 等  

で 除 去 す る 作 業 を い う  

 

３ その他必要な事項  

 

森林経営管理法第42条第１項に基づき、伐採又は保育が適正に実施されていない森林

であってこれらを早急に実施する必要があるものを「災害等防止措置命令の対象森林」

として指定し、当該森林の所有者に対し、森林の所在場所、実施すべき伐採又は保育の

方法及び時期を記載した書面による通知を行う。  

 

 

第４ 公益的機能別施業森林の整備等の森林の整備に関する事項  

 

１ 公益的機能別施業森林の区域及び当該区域における森林施業の方法  

 

（１）公益的機能別施業森林の区域の設定  

公益的機能別施業森林として、森林を表１３のとおり、特に高度に発揮することが期

待される機能に応じて、「快適な環境の形成の機能の維持増進を図るための森林施業を推進すべ

き森林（快適環境形成機能増進森林）」、「保健文化機能の維持増進を図るための森林施業を

推進すべき森林（保健文化機能維持増進森林）」に設定する（それぞれの機能については、

「表１ 地域の目指すべき森林資源の姿」を参照）。  

 

表１３ 公益的機能別施業森林の区域 

 

区   分 

 

森林の区域 

 

面積(ha) 

快適な環境の形成の

機能又は保健文化機

能の維持増進を図る

ための森林施業を推

快適な環境の形成の機能

の維持増進を図るための

森林施業を推進すべき森

林 

多 々 良 保 安 林 ・ 堀 工 保 安 林  
 
「 利根下流地域森林計画 」に定め

られる下記の区域  

1(42,43,45,47～49,50-1, 

22 
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進すべき森林 50-2,51,53,54) 

7(145,146-1,146-2,147-

1,147-2,148,149,151,152-1, 

152-2,156-1,156-2,157-

1,157-2,159,161～167, 

168-1,168-5,168-6,169-

1,169-2,170,173,174-1, 

174-2,175～180,182-1, 

183,184,185-1～185-3, 

186～192） 

 

保健文化機能の維持増進

を図るための森林施業を

推進すべき森林 

多 々 良 保 安 林 の 一 部  
 
「 利根下流地域森林計画 」に定め

られる下記の区域  

1(42,43,45,47～49,50-1,50-2) 

 

14 

 

 （２）公益的機能別施業森林の区域別森林施業の方法  

公益的機能別施業森林における区域別の森林施業の方法は、表１４のとおりとする。 

なお、森林施業方法による森林の区域を表１５のとおり定める。  

 

 表１４ 区域ごとの森林施業方法 

区 域 施業の方法 

快適環境形成機能  

維持増進森林  

（生活環境の保全及び

形成のため伐採の方法

を定める必要がある森

林）  

 

保健文化機能  

維持増進森林  

（自然環境の保全及び

形成ならびに保健・教

育・文化的利用のため

伐採の方法を定める必

要がある森林）  

次の①～②の森林のうち、公益的機能の維持増進を特に図るべき

森林は択伐による複層林施業を実施  

 

①  都市近郊林等に所在する森林であって郷土樹種を中心とした安

定した林相を成している森林、市街地道路等と一体となって優

れた景観美を構成する森林、気象緩和、騒音防止等の機能を発

揮している森林等  

 

②  湖沼、瀑布、渓谷等の景観と一体となって優れた自然美を構成

する森林、紅葉等の優れた森林美を有する森林であって主要な

眺望点から望見されるもの、ハイキング、キャンプ等の保健・

文化・教育的利用の場として特に利用されている森林のうち、

保健・レクリエーション機能及び文化機能の発揮が特に求めら

れる森林、希少な生物の保護のため必要な森林（択伐に限る）

等  
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表１５ 施業方法ごとの森林の区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区  分 

 

施業の方法 

 

森林の区域 

 

面積(ha) 

 

快適な環境の形成の機

能又は保健文化機能の

維持増進を図るための

森林施業を推進すべき

森林 

 

 

 

 

 

 

択伐による複層林施

業を推進すべき森林 

 

多々良保安林・堀工保安林  

 

「利根下流地域森林計画」に定められ

る下記の区域  

1(42,43,45,47～49,50-1, 

50-2,51,53,54) 

7(145,146-1,146-2,147-1,147-

2,148,149,151,152-1,152-2, 

156-1,156-2,157-1,157-2,159, 

161～167,168-1,168-5,168-6, 

169-1,169-2,170,173,174-1, 

174-2,175～180,182-1,183,184, 

185-1～185-3,186～192） 
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２ 木材等生産機能の維持増進を図るための森林施業を推進すべき森林の区域及び  

当該区域内における施業の方法  

 

 （１）区域の設定  

    該当なし 

 

 （２）森林施業の方法  

    該当なし 

 

３ その他必要な事項  

 

  該当なし 

 

第５ 委託を受けて行う森林の施業又は経営の実施の促進に関する事項  

 

１ 森林の経営の受委託等による森林の経営の規模の拡大に関する方針  

 

  該当なし 

 

２ 森林の施業又は経営の受委託等による規模拡大を促進するための方策  

 

  該当なし 

 

３ 森林の施業又は経営の受委託等を実施する上で留意すべき事項  

 

該当なし  
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４ 森林経営管理制度の活用の促進に関する事項  

 

該当なし  

 

５ その他必要な事項  

 

  該当なし 

 

 

 

 

第６ 森林施業の共同化の促進に関する事項  

 

１ 森林施業の共同化の促進に関する方針  

 

  該当なし 

 

２ 施業実施協定の締結その他森林施業の共同化の促進方策  

 

  該当なし 

 

３ 共同して森林施業を実施する上で留意すべき事項  

 

  該当なし 

 

４ その他必要な事項  

 

  該当なし 

 

第７ 作業路網その他森林の整備のために必要な施設の整備に関する事項  

 

１ 効率的な森林施業を推進するための路網密度の水準及び作業システムに関する事項  

 

  該当なし 

 

２ 路網整備と併せて効率的な森林施業を推進する区域に関する事項  

 

  該当なし 

 

３ 作業路網の整備及び維持運営に関する事項  

 

 （１）基幹路網に関する事項  

    該当なし 
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（２）細部路網に関する事項  

    該当なし 

 

４ その他必要な事項  

 

  該当なし 

 

第８ その他必要な事項  

 

１ 林業に従事する者の養成及び確保に関する事項  

 

  該当なし 

２ 森林施業の合理化を図るために必要な機械の導入の促進に関する事項  

 

 該当なし  

 

３ 林産物の利用の促進のために必要な施設の整備に関する事項  

 

  該当なし 
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Ⅲ 森林の保護に関する事項  

 

第１ 鳥獣害の防止に関する事項  

 

１ 鳥獣害防止森林区域及び当該区域内における鳥獣害の防止の方法  

 

 （１） 区域の設定  

     該当なし 

 

 （２） 鳥獣害の防止の方法  

     該当なし 

 

２ その他必要な事項  

 

  該当なし  

 

第２ 森林病害虫の駆除及び予防、火災の予防その他の森林の保護に関する事項  

 

１ 森林病害虫等の駆除及び予防の方法  

 

（１）森林病害虫等の駆除及び予防の方針及び方法  

森林病害虫等の被害の未然防止、早期発見及び早期駆除に努める。特に松くい虫の被

害については、被害抑制のための健全な松林への育成、防除活動等の推進を図るととも

に、被害跡地においては、抵抗性のあるマツや他の樹種への転換を推進する。また、樹

種転換に当たっての樹種選定に当たっては、現地の気候、土壌等の自然条件を考慮する。 

なお、森林病害虫等のまん延のため緊急に伐倒駆除する必要が生じた場合は、森林所

有者等に伐採の促進に関する指導を実施する。  

 

(２ ） 森 林 病 害 虫 等 防 除 事 業 (樹 幹 注 入 )の 計 画  

森 林 病 害 虫 等 防 除 事 業 (樹 幹 注 入 )を 実 施 す る 対 象 松 は 多 々 良 保 安 林 、堀 工 保  

安 林 内 に 育 成 し て い る 松 と す る 。使 用 す る 薬 剤 は 薬 効 期 間 が 最 も 長 期 間 の も の  

と し 、 薬 効 期 間 が 残 り 少 な い 松 か ら 順 次 実 施 す る 。  

 

（３）その他  

森林被害を防止するために、森林保全推進員等による巡視活動を推進するものとす  

る。 

 

２ 鳥獣害対策の方法（第１に掲げる事項を除く。）  

 

  該当なし  

 

３ 林野火災の予防の方法  

 

森林に接した農地での野焼きやたき火の不始末など、人為的な原因による林野火災の発
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生を防ぐため、林地が最も乾燥する春先を中心に、林野火災予防のための啓発活動を実施

する。  

また、道路の整備状況等を踏まえ、標識の設置、初期消火資材の配備等を行うとともに、

森林付近の消防水利の把握や消火車両の通行可否等の把握等により、林野火災予防体制の

強化に努める。  

 

４ 森林病害虫の駆除等のための火入れを実施する場合の留意事項  

 

  該当なし  

 

５ その他必要な事項  

 

（１）病虫害の被害を受けている等の理由により伐採を促進すべき林分  

森林の区域 備  考 

1 (1,3,4-1,4-2,5-2,5-3,8-1, 8-4 ～ 8-7,9-1 ～ 9-8,11-

1,11-2,12-1, 12-2,13,14,15-1,15-2,16-1 ～ 16-3,17 ～

25,30-1～30-4,31～41小班※１ ) 林班※２の松  

松くい虫に係る  

被害拡大防止森林※３  

5 (173,190,小班) , 7 (163,小班) 林班の松  松くい虫に係る  

地区被害拡大防止森林※４  

※ １ 小 班  

 森 林 所 有 者 別 に 設 定 さ れ た 一 時 的 な 森 林 区 画 の 単 位 。 １ 林 班 を 通 じ て ア ラ ビ ア 数 字

に よ る 連 続 番 号 で 示 さ れ る 。 ‘ 林 小 班 ’ と も い う  

※ ２ 林 班  

 森 林 の 位 置 を 明 ら か に す る 必 要 が あ る た め 、 対 象 の 森 林 を 字 界 や 尾 根 、 谷 等 の 天 然

地 形 で 分 け た も の を 「 林 班 」 と い い 、 通 常 5 0 h a程 度 で 設 定 し 、 そ の 区 域 を ア ラ ビ ア

数 字 で 表 す  

  ※ ３ 被 害 拡 大 防 止 森 林  

高 度 公 益 機 能 森 林 ※ ５ の 周 辺（ 概 ね 2 K m以 内 ）に 存 す る 松 林 及 び 点 在 す る 森 林 で あ り 、

そ の 被 害 程 度 、 立 地 条 件 等 か ら み て 、 高 度 公 益 機 能 森 林 の 効 果 的 な 保 全 の た め 一 体

と し て 対 策 を 講 ず る こ と が 必 要 か つ 可 能 な 松 林 及 び 森 林  

  ※ ４ 地 区 被 害 拡 大 防 止 森 林  

地 区 保 全 森 林 ※ ６ の 周 辺（ 概 ね 2 K m以 内 ）に 位 置 し 、当 該 森 林 に 発 生 し て い る 松 く い

虫 に よ る 被 害 が 保 全 す べ き 森 林 に 著 し く 拡 大 す る の を 防 ぐ た め 、 樹 種 転 換 を 経 過 的

に 推 進 す る 松 林 及 び 松 の 点 在 す る 松 林 で 、 樹 種 転 換 が 終 了 す る ま で の 間 暫 定 的 に 駆

除 措 置 を 実 施 す る 松 林 及 び 森 林  

※ ５ 高 度 公 益 機 能 森 林  

 保 安 林 等 の 公 益 的 機 能 が 高 く 、 そ の 有 す る 機 能 を 確 保 す る こ と が 特 に 必 要 と 認 め ら

れ る 森 林 で あ っ て 、 特 定 樹 種 以 外 の 樹 種 か ら な る 森 林 に よ っ て は 当 該 機 能 を 確 保 す

る こ と が 困 難 で あ り 、 将 来 に わ た っ て 保 全 す る べ き 森 林  

※ ６ 地 区 保 全 森 林  

そ の 有 す る 機 能 か ら 保 全 を 図 る べ き 森 林 で あ っ て 、 原 則 と し て 高 度 公 益 機 能 森 林 の

周 辺（ 概 ね 2 K m）の 森 林 ま た は 、 2 K m以 上（ 5～ 1 0 K m以 内 ）離 れ て い る も の の 一 体 と し

て 対 策 を 講 ず る 必 要 が あ る と 認 め ら れ た 松 林 及 び 森 林  

 

（２） その他  

各 種 業 務 を 通 じ て 、群 馬 県 桐 生 森 林 事 務 所 、森 林 所 有 者 等 か ら 森 林 の 保 護 に  

必 要 な 情 報 を 得 る こ と に 努 め る 。  
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Ⅳ 森林の保健機能の増進に関する事項  

 

１ 保健機能森林の区域  

 

   該当なし  

       

２ 保健機能森林の区域内の森林における造林、保育、伐採その他の施業の方法  

 

  該当なし  

       

３ 保健機能森林の区域内における森林保健施設の整備に関する事項  

 

  該当なし  

       

４ その他必要な事項  

 

  該当なし  

 

Ⅴ その他森林の整備のために必要な事項  

 

１ 森林経営計画の作成に関する事項  

 

（１）森林経営計画の記載内容に関する事項  

 

   該当なし 

 

（２）森林法施行規則第 33条第１号ロの規定に基づく区域  

 

   該当なし 

 

２ 生活環境の整備に関する事項  

 

  該当なし 

      

３ 森林整備を通じた地域振興に関する事項  

 

  該当なし 

 

４ 森林の総合利用の推進に関する事項  

 

  該当なし 
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５ 住民参加による森林の整備に関する事項  

 

（１）地域住民参加による取り組みに関する事項  

地 域 住 民 に 森 林 の 愛 護 意 識 を 啓 発 す る た め 、 植 樹 体 験 事 業 や 地 元 ボ ラ ン  

テ ィ ア 団 体 を 主 体 と し た 清 掃 活 動 等 の 森 林 整 備 に 直 接 参 加 で き る 機 会 を 提  

供 す る こ と に よ り 、 地 域 と 一 体 と な っ た 森 林 育 成 を 推 進 す る 。  

 

（２）上下流連携による取組みに関する事項  

 

   該当なし 

 

６ その他必要な事項  

 

（ １ ） 保 安 林 そ の 他 法 令 に よ る 制 限 に 関 す る 事 項  

保安林その他法令により施業について制限を受けている森林においては、法令に  

基づく適切 な施業を実施することとする。  

 

（２）市有林の整備等  

本市は現在人工林を中心とした１５ｈａの森林を所有しており、人工林について  

は、県及び森林組合等の専門機関との連携を密にし、森林保育等の整備をする。  

 


